
第２回部会 素案に対する審議結果(案) 部会名：文化観光スポーツ部会

番号 章 頁 行 新たな振興計画（素案）本文  修　正　文　案　等 理　　由　　等 審 議 結 果 （案）
委員

専門委員
担当課

4 128 11 □  スポーツが持つ言語を超えたコミュニケーションは、人と
人、地域と地域の交流を活性化させ、地域の一体感や潜在
的な活力を向上させる可能性を有する。また、日々のスポー
ツを通じた健康増進は、免疫力を高め、ひいてはあらゆる感
染症への抵抗力を強めていき、県全体の「健康・長寿」につ
ながるものである。

4 128 15 □  本県の亜熱帯・海洋性の地域特性を生かし、スポーツを
通じた地域経済の活性化、競技力の向上及び社会課題の解
決等を推進することで、本県におけるスポーツの経済的価値
や社会的価値を向上させ、希望と活力にあふれる「スポーツ
アイランド沖縄」の形成を目指す。

4 128 19 □  世界中から多くの人を呼び込むスポーツコンベンション
の推進や、プロスポーツチーム等のスポーツ資源を活用した
地域振興の促進とともに、県民等のスポーツ参画の促進が
課題である。

4 128 32 □  このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県
民が主体的に参画するスポーツ環境の整備に取り組む。

2 4 128 11 □  スポーツが持つ言語を超えたコミュニケーションは、人と
人、地域と地域の交流を活性化させ、地域の一体感や潜在
的な活力を向上させる可能性を有する。また、日々のスポー
ツを通じた健康増進は、免疫力を高め、ひいてはあらゆる感
染症への抵抗力を強めていき、県全体の「健康・長寿」につ
ながるものである。

□  スポーツが持つ言語を超えたコミュニケーション
は、人と人、地域と地域の交流を活性化させ、地域
の一体感や潜在的な活力を向上させる可能性を有
する。また、日々のスポーツを通じた健康増進は、
免疫力を高め、ひいてはあらゆる感染症への抵抗
力を強めていき、県全体の「健康・長寿」につながる
ものである。スポーツを通じただれ一人取り残さな
い健康な社会の実現、スポーツを通じた国際貢献
（世界平和への貢献）・交流の推進に取り組む必要
がある。

どこかにSDGsとの関連があること、スポーツを通じた
国際貢献がが可能なことを明示できればより良いので
はないかと考えたため。

【委員意見を踏まえ修正】

スポーツを通じた国際貢献は重要であると考えていることからSDPの推進
について盛り込ませて頂きます。

（修正文案）
スポーツが持つ言語を超えたコミュニケーションは、人と人、地域と地域の
交流を活性化させ、地域の一体感や潜在的な活力を向上させる可能性を
有するとともに、スポーツを通じた国際貢献、課題解決といったSDP（Sport
for development and Peace）の推進にもつながるものである。

倉科
専門委員

スポーツ
振興課

3 4 128 11 スポーツが持つ言語を超えたコミュニケーションは、人と人、
地域と地域の交流を活性化させ、地域の一体感や潜在的な
活力を向上させる可能性を有する。また、日々のスポーツを
通じた健康増進は、免疫力を高め、ひいてはあらゆる感染症
への抵抗力を強めていき、県全体の「健康・長寿」につなが
るものである。

－ この10年ではなくて、次の10年かもしれないが、ス
ポーツアイランドとしての世界への貢献の視点も入れ
て沖縄の強みを世界で活用できるようになればいい。

【委員意見を踏まえ修正】

スポーツを通じた国際貢献は重要であると考えていることからSDPの推進
について盛り込ませて頂きます。

（修正文案）
スポーツが持つ言語を超えたコミュニケーションは、人と人、地域と地域の
交流を活性化させ、地域の一体感や潜在的な活力を向上させる可能性を
有するとともに、スポーツを通じた国際貢献、課題解決といったSDP（Sport
for development and Peace）の推進にもつながるものである。

倉科
専門委員

スポーツ
振興課

4 4 128 11 また、日々のスポーツを通じた健康増進は、免疫力を高め、
ひいてはあらゆる感染症への抵抗力を強め

「あらゆる」を削除すべきではないか。 「あらゆる」と言い切っていいのか。 【委員意見を踏まえ修正】

ご指摘のとおり「あらゆる」を削除します。

（修正文案）
また、日々のスポーツを通じた健康増進は、免疫力を高め、ひいては あら
 ゆる感染症への抵抗力を強めることはもとより、心身を健康に保ち明るく豊
かな社会づくりに寄与するものである。

東
専門委員

スポーツ
振興課

スポーツ
振興課

前田
専門委員

意　見　書　様　式　（　修　正　文　案　用　）

（新たな振興計画（素案）に対する意見）

― 　振り返りで議論されたことを踏まえて、観光経済の面
と県民のスポーツ促進の両面が整理されてわかりや
すくなったと感じました。しかしながらこの序文の部分
でもう少し明確に分けて書き込んでも良いかと思いま
した。「スポーツアイランド沖縄」には側面が二つあると
いう事と、その両面が重なる部分を書き込むのも良い
のではないでしょうか？　　あと、「スポーツが心身の
健康とともに明るく豊かな社会づくりに寄与する」とい
う事を11行目あたりからの文中に入れて欲しいと思い
ました。

【委員意見を踏まえ修正】
アウター施策とインナー施策の二つの側面があることを記載させて頂くとと
もに、「心身の健康などへの寄与」についても盛り込ませて頂きます。

（修正文案）
また、日々のスポーツを通じた健康増進は、免疫力を高め、ひいては感染
症への抵抗力を強めることはもとより、心身を健康に保ち明るく豊かな社会
づくりに寄与するものである。
（略）
また、「スポーツアイランド沖縄の形成」は、地域外から人を呼び込むス
ポーツコンベンションの推進（アウター施策）と県民等のスポーツ参画の促
進（インナー施策）を同時並行して実施することが重要であり、両施策が共
にあることにより地域の活性化に寄与するものとなっている。

このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学、競技団体等と連携し
て進めるほか、アウター施策とインナー施策の均衡をはかる取り組みを進
め、両施策によるメリットを県民や県外から訪れた人々が共に享受できるこ
とを目指す。
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番号 章 頁 行 新たな振興計画（素案）本文  修　正　文　案　等 理　　由　　等 審 議 結 果 （案）
委員

専門委員
担当課

5 4 128 19 □  世界中から多くの人を呼び込むスポーツコンベンション
の推進や、プロスポーツチーム等のスポーツ資源を活用した
地域振興の促進とともに、県民等のスポーツ参画の促進が
課題である。

□  世界中から多くの人を呼び込むスポーツコンベ
ンションの推進や、プロスポーツチーム等のスポー
ツ資源を活用した地域振興の促進とともに、県民等
のスポーツ参画意識の向上が課題である。

Ｐ１３０の1行目の記載表現のほうが適切と思い、統一
しました

【原案のとおり】

当該箇所における「スポーツ参画の促進」は「参画意識の向上」を含めてお
りますので、素案における文案どおりとしたく思います。

JATA

與座嘉博
専門委員

スポーツ
振興課

6 4 128 19 － － これまで座長として沖縄発のスポーツ産業育成の補
助事業に取り組んできたが、成果が上がらず、事業自
体が凍結されている。その背景のひとつに人材不足
があり、これを解決するのが教育機関の設置であると
考える。

ぜひ沖縄にスポーツ、文化、観光に関する専門職大
学院を作られてはどうか。

【委員意見を踏まえ修正】
今後10年において、スポーツ関連の人材育成が重要であると認識してお
り、以下のように修正したいと考えております。

（修正文案）
世界中から多くの人を呼び込むスポーツコンベンションの推進や、プロス
ポーツチーム等のスポーツ資源を活用した地域振興の促進とともに、県民
等のスポーツ参画の促進が課題であり、これらの課題に対応するための人
材の育成が求められる。
（略）
このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学、競技団体等と連携し
て進めるほか、アウター施策とインナー施策の均衡をはかる取り組みを進
め、両施策によるメリットを県民や県外から訪れた人々が共に享受できるこ
とを目指す。

原田
専門委員

スポーツ
振興課

7 4 128 19 － － 部活の指導の在り方が非常に問題視されていること
から、むしろ指導者を育てないと優秀な人材も間違え
た育て方をする可能性がある。

（原田委員の意見と関連して）、豊岡の芸術文化観光
専門職大学は文化面と観光が１つになった大学という
考え方であり、専門職大学ということで特化したことを
やると人材も集まります。
芸大も法人化されて新しいカラーを発揮するならば、
観光や福祉や介護等の資格も取りながら、文化芸能
が生かせるようなカリキュラム、学ぶ場所をつくること
を考えたほうがいいのではないか

【委員意見を踏まえ修正】
今後10年において、スポーツ関連の人材育成が重要であると認識してお
り、以下のように修正したいと考えております。

（修正文案）
世界中から多くの人を呼び込むスポーツコンベンションの推進や、プロス
ポーツチーム等のスポーツ資源を活用した地域振興の促進とともに、県民
等のスポーツ参画の促進が課題であり、これらの課題に対応するための人
材の育成が求められる。
（略）
このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学、競技団体等と連携し
て進めるほか、アウター施策とインナー施策の均衡をはかる取り組みを進
め、両施策によるメリットを県民や県外から訪れた人々が共に享受できるこ
とを目指す。

平田
副部会長

スポーツ
振興課

8 4 128 19 世界中から多くの人を呼び込むスポーツコンベンションの推
進や、プロスポーツチーム等のスポーツ資源を活用した地域
振興の促進とともに、県民等のスポーツ参画の促進が課題
である。

－ 外から人を呼び込むスポーツコンベンションと県民の
スポーツ参画の促進という非常に相違反する言葉が２
つ入っていて整理しにくい。外から人を呼んで地域を
活性化するのはアウターの政策、県民とのスポーツ実
施率の向上はインナーの政策で、この２つの政策を同
時展開できる新たなスポーツコミッションの設立が重
要ではないか。

【委員意見を踏まえ修正】
アウター施策とインナー施策をともに推進し目的を達成することが重要と考
えており、以下の通り修正させて頂きます。

（修正文案）
また、「スポーツアイランド沖縄の形成」は、地域外から人を呼び込むス
ポーツコンベンションの推進（アウター施策）と県民等のスポーツ参画の促
進（インナー施策）を同時並行して実施することが重要であり、両施策が共
にあることにより地域の活性化に寄与するものとなっている。

このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学、競技団体等と連携し
て進めるほか、アウター施策とインナー施策の均衡をはかる取り組みを進
め、両施策によるメリットを県民や県外から訪れた人々が共に享受できるこ
とを目指す。

原田
専門委員

スポーツ
振興課
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番号 章 頁 行 新たな振興計画（素案）本文  修　正　文　案　等 理　　由　　等 審 議 結 果 （案）
委員

専門委員
担当課

9 4 128 19 － － ①スポーツコンベンションの誘致にあたり、公共のス
ポーツ施設、または会館が１年以上前から予約できな
いのが最大の問題である。毎年開催のイベントが呼
べないため、きちんとスポーツコンベンションをやるこ
とをお示しいただきたい。

②東委員の公共施設の複数年の予約に関連して、例
えば補償金や予約金等の担保によって施設の複数年
予約を可能とするような考え方もある。ただ施設を運
営するのは指定管理者で、彼らにその権限はなく全て
条例で縛られるので、それも議会等でもんでいただき
特例的なものをつくるのはどうか。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘の課題を踏まえ以下のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
また、「スポーツアイランド沖縄の形成」は、地域外から人を呼び込むス
ポーツコンベンションの推進（アウター施策）と県民等のスポーツ参画の促
進（インナー施策）を同時並行して実施することが重要であり、両施策が共
にあることにより地域の活性化に寄与するものとなっている。

このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学、競技団体等と連携し
て進めるほか、アウター施策とインナー施策の均衡をはかる取り組みを進
め、両施策によるメリットを県民や県外から訪れた人々が共に享受できるこ
とを目指す。

東
専門委員

原田
専門委員

スポーツ
振興課

10 4 128 19 － － 県民視点で考えた場合、スポーツを通じて人を呼び込
むと、どうしてもグラウンドが使えなくなる。こんなにき
れいな芝なのに県民が使えなくなる状況を何とか制度
でできるようにしてほしい。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘の課題について、対応の必要性を認識していることから以下のとお
り修正させて頂きます。

（修正文案）
また、「スポーツアイランド沖縄の形成」は、地域外から人を呼び込むス
ポーツコンベンションの推進（アウター施策）と県民等のスポーツ参画の促
進（インナー施策）を同時並行して実施することが重要であり、両施策が共
にあることにより地域の活性化に寄与するものとなっている。

このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学、競技団体等と連携し
て進めるほか、アウター施策とインナー施策の均衡をはかる取り組みを進
め、両施策によるメリットを県民や県外から訪れた人々が共に享受できるこ
とを目指す。

石原
専門委員

スポーツ
振興課

11 4 128 26 □  野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な
気候や既存のインフラを生かしたスポーツツーリズムが推進
されていることを踏まえ、さらに多様な種目や選手のニーズ
に対応する施設・設備等の整備を進めるとともに、野球の
キャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール等の地
元チームを活用した観光の推進を図り、県民と観光客が一
体となって楽しめる観光を促進する必要がある。

□  野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、
温暖な気候や既存のインフラを生かしたスポーツ
ツーリズムが推進されていることを踏まえ、さらに多
様な種目や選手のニーズに対応する施設・設備等
の整備を進めるとともに、野球のキャンプ地訪問観
光や、サッカー、バスケットボール、ハンドボール等
の地元チームを活用した観光の推進を図り、県民と
観光客が一体となって楽しめる観光を促進する必
要がある。

コラソンもキングス、FC琉球と同様の
地域密着度や歴史も持っているので、併記してあげる
べき。

【委員意見を踏まえ修正】

ご指摘のとおりと考えますので意見のとおり修正させて頂きます。

JATA

與座嘉博
専門委員

スポーツ
振興課

12 4 128 26 □  野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な
気候や既存のインフラを生かしたスポーツツーリズムが推進
されていることを踏まえ、さらに多様な種目や選手のニーズ
に対応する施設・設備等の整備を進めるとともに、野球の
キャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール等の地
元チームを活用した観光の推進を図り、県民と観光客が一
体となって楽しめる観光を促進する必要がある。

□  野球、サッカー、空手等のキャンプ・大会の誘致 世界に於いて、沖縄の伝統空手の愛好者より本土系
の空手・競技空手・スポーツ空手の愛好者が明らかに
多い。また、海外でほぼ毎週末や夏休みなどにかけて
セミナーや合宿が行われています。
魅力的である「空手発祥の地」での開催をヒントに、ま
た、彼らがやる空手を尊重し、このマーケットの皆さん
へ積極的にアプローチ・誘致するべきと思います。

【委員意見を踏まえ修正】

ご指摘のとおりと考えますので意見のとおり修正させて頂きます。

ダルーズ
専門委員

スポーツ
振興課

3 / 8 ページ



番号 章 頁 行 新たな振興計画（素案）本文  修　正　文　案　等 理　　由　　等 審 議 結 果 （案）
委員

専門委員
担当課

13 4 128 26 □  野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な
気候や既存のインフラを生かしたスポーツツーリズムが推進
されていることを踏まえ、さらに多様な種目や選手のニーズ
に対応する施設・設備等の整備を進めるとともに、野球の
キャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール等の地
元チームを活用した観光の推進を図り、県民と観光客が一
体となって楽しめる観光を促進する必要がある。

・・・・サッカー、バスケットボール等の地元チームを
活用した観光の推進を図り、県民と観光客が一体と
なって楽しめるスポーツ×観光×文化を盛り込んだ
コンテンツを開発する必要がある。

漠然と「観光を促進する」と表現するのではなく、より
具体的に、スポーツ×文化×観光を統合したコンテン
ツ開発に言及したほうが、具体的なイメージを掴みや
すいのではないでしょうか。

【委員意見を踏まえ修正】

ご指摘のとおりと考えますので修正させて頂きます。なお、スポーツ×観光
×文化については、もう少し幅広に捉えてソフトパワーという表現にさせて
頂きました。

（修正文案）
野球、サッカー、空手等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な気候や既存の
インフラを生かしたスポーツツーリズムが推進されていることを踏まえ、さら
に多様な種目や選手のニーズに対応する施設・設備等の整備を進めるとと
もに、野球等のキャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール、ハンド
ボール等の地元チームを活用したイベントやスポーツツーリズムの促進を
図り、県民と観光客が一体となって楽しめるスポーツ×観光・健康等といっ
た沖縄のソフトパワー活用を盛り込んだコンテンツの開発を促進する。

原田
専門委員

スポーツ
振興課

14 4 128 26 □  野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な
気候や既存のインフラを生かしたスポーツツーリズムが推進
されていることを踏まえ、さらに多様な種目や選手のニーズ
に対応する施設・設備等の整備を進めるとともに、野球の
キャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール等の地
元チームを活用した観光の推進を図り、県民と観光客が一
体となって楽しめる観光を促進する必要がある。

□  野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、
温暖な気候や既存のインフラを生かしたスポーツ
ツーリズムが推進されていることを踏まえ、さらに多
様な種目や選手のニーズに対応する施設・設備等
の整備を進めるとともに、野球のキャンプ地訪問観
光や、サッカー、バスケットボール等の地元チーム
を活用したイベントやファンミーティングの開催など
の推進を図り、県民と観光客が一体となって楽しめ
るスポーツ観光を促進する必要がある。

「観光」という言葉の使い方を、この章では意識して変
えたほうが良いと思います。通常の観光施設や見どこ
ろを訪れる観光と、スポーツを素材にした誘客を「ス
ポーツ観光」と呼ぶことでターゲットや目的がはっきり
するのではないかと思います。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘のとおりと考えますので修正させて頂きます。「スポーツ観光」という
表現をもう少し具体的に「イベントやスポーツツーリズムの促進」と言い換え
ております。

（修正文案）
野球、サッカー、空手等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な気候や既存の
インフラを生かしたスポーツツーリズムが推進されていることを踏まえ、さら
に多様な種目や選手のニーズに対応する施設・設備等の整備を進めるとと
もに、野球等のキャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール、ハンド
ボール等の地元チームを活用したイベントやスポーツツーリズムの促進を
図り、県民と観光客が一体となって楽しめるスポーツ×観光・健康等といっ
た沖縄のソフトパワー活用を盛り込んだコンテンツの開発を促進する。

前田
専門委員

スポーツ
振興課

15 4 128 26 野球やサッカー等のキャンプ・大会の誘致など、温暖な気候
や既存のインフラを生かしたスポーツツーリズムが推進され
ていることを踏まえ、

－ ヨット、カヌー、ボートなどは冬の合宿を沖縄で組むと
か、北部で大会が行われるので地域の活性化や北部
の発展にも貢献できると思うが、カヌーやボートやヨッ
ト等の計画はあるのか、そのために必要な施設整備
について県の考えをお聞かせ願いたい。

【委員意見を踏まえ修正】

カヌー、セーリング等の競技の誘致も進めていく必要があることから、以下
のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
野球やサッカー、空手等のキャンプ・大会の誘致やカヌー、セーリング等の
多様な種目の合宿実施等、沖縄の環境や既存のインフラを生かしたスポー
ツツーリズムの推進を踏まえ、

渡嘉敷
専門委員

スポーツ
振興課

16 4 128 26 温暖な気候や既存のインフラを生かしたスポーツツーリズム
が推進されていることを踏まえ、さらに多様な種目や選手の
ニーズに対応する施設・設備等の整備を進めるとともに、野
球のキャンプ地訪問観光や、サッカー、バスケットボール等
の地元チームを活用した観光の推進を図り、県民と観光客
が一体となって楽しめる観光を促進する必要がある。

－ ラグビーチームが読谷にトレーニングに来たときに、ト
レーニング施設と病院が連携していないので非常に
やりにくい部分があったようなので、病院の拠点とト
レーニング医科学の拠点をしっかりする具体的な文言
があってもいいのではないか。

【委員意見を踏まえ修正】

沖縄をスポーツ医・科学の拠点とすることは今後10年における目標である
ことから以下のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
各競技選手のニーズに対応する施設・設備等の整備や医療機関、リカバ
リー、コンディショニング施設との連携を進めスポーツ医・科学拠点の形成
を目指す。

石原
専門委員

スポーツ
振興課

17 4 128 32 □  本県の地理的・自然的条件とスポーツ資源を有効に活用
し、スポーツ交流拠点としての国際的なブランド力の向上と
既存産業の連携強化によるスポーツを核とした新産業の創
出、スポーツを活用したまちづくりに向け、次に掲げる施策を
推進する。

― スポーツ交流拠点としての国際的なブランド力を持つ
ためには、戦略的に種目を決め打ちしたり、それに伴
うエリア開発を目指す方が良いかと思います。海をア
ピールするマリンスポーツ（ウィンドサーフィン、ヨットは
内海のあるエリアで戦略的に進める）とか、スケート
ボードに積極的な地域があればそれを促進するなど。

【原案のとおり】

ご指摘を踏まえ、来年度に改定を予定している個別計画（スポーツ推進計
画）にて検討を進めたいと考えております。 前田

専門委員
スポーツ
振興課

18 4 129 5 □  各種スポーツキャンプやスポーツイベント、競技大会等
のスポーツコンベンションの誘致・開催に取り組む。

― スポーツコミッション沖縄の存在と役割を明記した方が
良いと思います。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘のとおり、スポーツコミッションの存在と役割を明記させて頂きます。

（修正文案）
各スポーツコンベンションの誘致・受入を推進する市町村やスポーツコミッ
ション沖縄等と連携し、各種スポーツキャンプやスポーツイベント、競技大
会等のスポーツコンベンションの誘致・開催に取り組む。

前田
専門委員

スポーツ
振興課
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番号 章 頁 行 新たな振興計画（素案）本文  修　正　文　案　等 理　　由　　等 審 議 結 果 （案）
委員

専門委員
担当課

19 4 129 7 □  スポーツコンベンション開催等により訪れる選手や観光
客は、本県の地域特性を生かせる高付加価値で長期滞在型
の観光であり、沖縄観光の課題である「閑散期と繁忙期の平
準化」に大きく貢献することから、積極的にスポーツツーリズ
ムを推進するとともに、本県の魅力的なスポーツ環境を周知
する積極的なプロモーション活動に取り組む。

□  スポーツコンベンション開催等により訪れる選手
や、その見学や応援に訪れる人々は、本県の地域
特性を生かせる高付加価値で長期滞在型の観光
客と言い換える事も出来る。沖縄観光の課題である
「閑散期と繁忙期の平準化」と「消費額の増加」に大
きく貢献することから、積極的にスポーツツーリズム
を推進するとともに、本県の魅力的なスポーツ環境
を周知する積極的なプロモーション活動と環境整備
に取り組む。

（128ページ26行目の理由と同様）
「観光」という言葉の使い方を、この章では意識して変
えたほうが良いと思います。通常の観光施設や見どこ
ろを訪れる観光と、スポーツを素材にした誘客を「ス
ポーツ観光」と呼ぶことでターゲットや目的がはっきり
するのではないかと思います。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘を踏まえ、以下のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
スポーツコンベンションの促進は沖縄観光の課題である「閑散期と繁忙期
の平準化」や、長期滞在傾向等による経済効果の増大に貢献することか
ら、本県の魅力的なスポーツ環境のプロモーションを積極的に展開するとと
もに、高付加価値コンテンツの造成や環境整備に取り組む。

前田
専門委員

スポーツ
振興課

20 4 129 7 □  スポーツコンベンション開催等により訪れる選手や観光
客は、本県の地域特性を生かせる高付加価値で長期滞在型
の観光であり、沖縄観光の課題である「閑散期と繁忙期の平
準化」に大きく貢献することから、積極的にスポーツツーリズ
ムを推進するとともに、本県の魅力的なスポーツ環境を周知
する積極的なプロモーション活動に取り組む。

①表現の再検討

②積極的にスポーツコンベンションを推進

①高付加価値型という表現の根拠が明確ではないた
め表現の再検討をお願いしたい

②素案の本文は「スポーツコンベンション」がテーマで
すので「積極的にスポーツツーリズムを推進」ではな
く、「積極的にスポーツコンベンションを推進」に修正し
て頂きたい。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘を踏まえ、「高付加価値コンテンツの造成」という表現に変えさせて
頂くとともに、全体の表現も変えさせて頂きました。

（修正文案）
スポーツコンベンションの促進は沖縄観光の課題である「閑散期と繁忙期
の平準化」や、長期滞在傾向等による経済効果の増大に貢献することか
ら、本県の魅力的なスポーツ環境のプロモーションを積極的に展開するとと
もに、高付加価値コンテンツの造成や環境整備に取り組む。

下地
部会長

スポーツ
振興課

21 4 129 19 データの活用や医科学分野との連携強化に取り組むととも
に、アジア市場に向けた展開を促進する

－ 健康食品等も含めて欧米市場へも沖縄からの輸出が
多いと思うので、アジア市場ではなくて、「グローバル
市場」に向けた展開をするという書きぶりがいいので
はないか。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘のとおりと考えることから「アジア」を「グローバル」に修正させて頂き
ます。

（修正文案）
スポーツを核とした新たな産業の創出とグローバル展開

スポーツに関連した高付加価値製品・サービスの開発に向け、トップアス
リートのトレーニングに関するデータの活用や医科学分野との連携強化に
取り組むとともに、グローバルな市場に向けた展開を促進する。

東
専門委員

スポーツ
振興課

22 4 129 21 □  スポーツは、人々に精神的豊かさをもたらすとともに、新
産業の創出に向けて利活用すべき地域資源として有望とさ
れており、健康づくり・リハビリテーション、ものづくり、ICT等
の既存産業等との連携を強化し、県内企業等が新たなス
ポーツ関連事業を創出しやすい環境づくりに取り組む。

□  スポーツは、新産業の創出に向けて利活用す
べき地域資源として有望とされており、健康づくり・
リハビリテーション、ものづくり、ICT等の既存産業等
との連携を強化し、県内企業等が新たなスポーツ関
連事業を創出しやすい環境づくりに取り組む。

「精神的豊かさをもたらす」ことを併記する必要性を感
じません。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
スポーツは、新産業の創出に向けて利活用すべき地域資源として有望とさ
れていることから、健康づくり・リハビリテーション、ものづくり、ICT 等の既
存産業等との連携を強化し、県内企業等が新たなスポーツ関連事業を創
出しやすい環境づくりに取り組むとともに、スポーツ関連産業の展示会開
催・誘致等に取り組む。

JATA

與座嘉博
専門委員

スポーツ
振興課

23 4 129 21 □  スポーツは、人々に精神的豊かさをもたらすとともに、新
産業の創出に向けて利活用すべき地域資源として有望とさ
れており、健康づくり・リハビリテーション、ものづくり、ICT等
の既存産業等との連携を強化し、県内企業等が新たなス
ポーツ関連事業を創出しやすい環境づくりに取り組む。

スポーツ関連事業を創出しやすい環境づくりに取り
組むとともに、スポーツ関連産業の展示会開催・誘
致に取り組む

新たなスポーツ関連事業の創出=健康・ウェルネス・ス
ポーツ・食などの関連産業分野の展示会誘致・開催な
どについても記述する必要があるのではないか。

【委員意見を踏まえ修正】
ご指摘のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
スポーツは、新産業の創出に向けて利活用すべき地域資源として有望とさ
れていることから、健康づくり・リハビリテーション、ものづくり、ICT 等の既
存産業等との連携を強化し、県内企業等が新たなスポーツ関連事業を創
出しやすい環境づくりに取り組むとともに、スポーツ関連産業の展示会開
催・誘致等に取り組む。

下地
部会長

スポーツ
振興課

24 4 129 29 □  アリーナ・スタジアム及び県内プロスポーツチーム等の地
域資源を活用したまちづくりを進めるとともに、スポーツ関連
団体やアスリート等の参画による多様な社会課題の解決を
促進する。

― まちづくりとは、さらに良い生活が送れるように、道路
や街並み、景観といったハード部分と、歴史文化、芸
術、スポーツ等のソフト両面から改善を図ろうとするプ
ロセスですが、ハード部分の記述がないのが気になり
ます。歩道の拡幅や自転車専用道の整備など、日常
生活に密着したインフラ整備の記述が必要で、以下の
イ－①とも関連します。

【原案のとおり】

ご指摘のとおり、まちづくりにおいてはハード面の整備が必要となることも
ありますが、各取組により、整備すべき内容が異なるためこのような表記と
しております。

なお、自転車通行空間（ブルーライン、矢羽根型路面表示など）の整備や
歩道の拡幅については①P34・6行目②P80・33行目③P147・22行目に盛り
込まれているところです。

原田
専門委員

スポーツ
振興課
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番号 章 頁 行 新たな振興計画（素案）本文  修　正　文　案　等 理　　由　　等 審 議 結 果 （案）
委員

専門委員
担当課

25 4 129 32 □  本県の魅力を活用し、開催地周辺の地域経済を活性化
させる国際競技大会や大規模スポーツイベントを市町村及
び関係団体と連携し、誘致に取り組む。

― スポーツコミッション沖縄の存在や役割については明
記した方が良いと思います。また、各種目のフォロー
やケアが出来るコーディネーターの必要性を感じてい
ます。

【委員意見を踏まえ修正】

P129.5行目にてスポーツコミッションの存在、役割を明記したいと思いま
す。

また、P129の19行目に以下を追記したいと考えております。

（修正文案）
このため、スポーツ関連産業の振興と地域の活性化、県民が主体的に参
画するスポーツ環境の整備に取り組むとともに、スポーツマネジメントや指
導者等スポーツに関わる多様な人材の育成を大学等と連携して進めて行
く。

前田
専門委員

スポーツ
振興課

26 4 130 6 □  本県のスポーツ振興は、県民等の主体的なスポーツ参
画が重要であることから、青少年から高齢者まで幅広い世代
におけるスポーツ文化を醸成するとともに、県内トップアス
リートの競技力向上や県民の積極的なスポーツへの参画に
向けて、次に掲げる施策を推進する。

県内トップアスリートの競技力向上や、県民の積極
的なスポーツへの参画やアクティブライフの振興に
向けて、次に掲げる施策を推進する。

ニューノーマルの時代は、スポーツだけの振興だけで
はなく、住民がいかいかにアクティブな生活を楽しむ
かが課題になります。その意味で「アクティブライフ」を
施策の中に取り込むことが重要だと考えます。

【委員意見を踏まえ修正】

ご指摘を踏まえ以下のとおり修正させて頂きます。

（修正文案）
県内トップアスリートの競技力向上や、県民の積極的なスポーツへの参
画、主体的、活動的、健康的な生き方であるアクティブライフの推進に向け
て、次に掲げる施策を推進する。

原田
専門委員

スポーツ
振興課

27 4 130 24 － スポーツにおける指導者を育てる必要がある。芸大
の活用を考えてもいいのではないか。

部活の指導の在り方が非常に問題視されていること
から、むしろ指導者を育てないと優秀な人材も間違え
た育て方をする可能性がある。

【委員意見を踏まえ修正】
専門的な知識・技能のみならずコミュニケーションを含めたスキルを身につ
けた指導者の確保が必要がと考えることから以下のとおり修正させて頂き
ます。

（修正文案）
県外チームの招待や県外での強化試合の推進、コーチ等の招聘、専門的
な知識・技能や高いコーチング能力だけでなく、コミュニケーションスキルを
身につける等、多様なニーズに適確に対応できる指導力を身につけた 指
導者の養成・確保、競技団体及び中体連・高体連と連携した少年種別の継
続した強化支援等により、競技力の向上やトップアスリートの育成に取り組
む。

平田
副部会長

スポーツ
振興課

28 4 130 24 県外チームの招待や県外での強化試合の推進、コーチ等の
招聘、優秀な指導者の養成・確保

－ 指導者に関しては、「優秀な指導者」という書き方は非
常に難しい意味合いがあるため、具体的にはコーチン
グの資格を取った指導者、これから新しくコーチング
の勉強をしているというような具体的な文言を入れた
ほうがいいのではないか。

【委員意見を踏まえ修正】

専門的な知識能力のみならずコミュニケーションを含めたスキルを身につ
けた指導者の確保が必要がと考えることから以下のとおり修正させて頂き
ます。

（修正文案）
県外チームの招待や県外での強化試合の推進、コーチ等の招聘、専門的
な知識・技能や高いコーチング能力だけでなく、コミュニケーションスキルを
身につける等、多様なニーズに適確に対応できる指導力を身につけた 指
導者の養成・確保、競技団体及び中体連・高体連と連携した少年種別の継
続した強化支援等により、競技力の向上やトップアスリートの育成に取り組
む。

石原
専門委員

スポーツ
振興課

29 4 130 12 □  各種スポーツコンベンションに対応した施設の整備・充実
に取り組む。

□  各種スポーツコンベンションに対応した施設の
整備・充実に取り組み、その維持・管理を行う責任
の所在も明確にする。

芝んちゅ事業のような事を継続していただきたいと思
います。

【原案のとおり】

「芝人事業」については、サッカーキャンプ誘致などにおいてその重要性を
認識しており、今後の取り組みについては、市町村を通じた実施なども含
め検討して参ります。

前田
専門委員

スポーツ
振興課

30 4 130 24 □  県外チームの招待や県外での強化試合の推進、コーチ
等の招聘、優秀な指導者の養成・確保、競技団体及び中体
連・高体連と連携した少年種別の継続した強化支援等によ
り、競技力の向上やトップアスリートの育成に取り組む。

― このあたりは部活の行き過ぎた指導問題など教育と
関わってくるのが気になる。　宿泊・飲食・付随する観
光についてはスポーツコミッション沖縄のコーディネー
ト力を高める事が必要。

【原案のとおり】

部活動のあり方については県教育庁において検討がなされており、今後の
施策展開なども含め注視しているところです。

スポーツコミッション沖縄における機能の充実については、今後スポーツ協
会とも連携して取り組んで参ります。

前田
専門委員

スポーツ
振興課
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専門委員
担当課

31 4 130 33 市町村、スポーツ関連団体等と連携しながら、様々な世代や
個人が持つ多様性に応じたスポーツ参加の機会拡充に取り
組む。

― 障害を持っている人たちが運動する機会が少ないの
は、沖縄だけではなく、日本の課題にもなっているた
め、文章の中に「障害者」の文言と、障害を持っている
人たちがスポーツをできる施設について文章の中に
盛り込んでいただきたい。

【委員意見を踏まえ修正】

障がい者スポーツの推進について、引き続き取り組んでいくことから、以下
のとおり修正させて頂きます。

(修正文案）
市町村、スポーツ関連団体等と連携しながら、年齢、性別、障がい等を問
わず、様々な世代や個人が持つ多様性に応じて、広くスポーツに参画でき
る環境、スポーツ参加の機会拡充に取り組む。

石原
専門委員

スポーツ
振興課

32 4 151 16 □  東アジアの中心に位置する地理的特性、自然的特性、
独自の歴史的・文化的特性等を生かし、観光・経済・文化な
ど様々な分野における多元的交流の推進を通して、沖縄を
結び目とするグローバルな交流ネットワークの形成を目指
す。

観光・経済・文化・空手など様々な分野における 90カ国以上に存在する沖縄空手の支部のネットワー
クをここのに記載ある「交流ネットワーク」に明確に含
めるべきと考えます。

【原案のとおり】
伝統的な沖縄空手は、「文化」に包含されるため、当該箇所において、「空
手」を例示に加えることは適当でないと考えております。 ダルーズ

専門委員
交流

推進課

33 4 152 2 □国内外県人会や市町村等との連携の下、10月30日の「世
界のウチナーンチュの日」にちなんで世界各地で実施する沖
縄に関する様々な取組等を通じて世界のウチナーネットワー
クの強化を図るとともに、県民や県系人等に対し、移住・移民
の経緯や困難を克服してきた歴史や沖縄の文化等に対する
理解促進を図りつつ、次世代の担い手の育成や県系人の
ルーツ調査など、世界のウチナーネットワークの継承・発展
に取り組む。

― 152ページの国内外のウチナーンチュとの絶え間ない
交流の中において、ＪＩＣＡとの連携はとても重要だと
思うが、WUBやWYUAが一緒になってウチナーンチュ
大会への気運を盛り上げようとしているので、「WUBと
WYUA」、そして「各国民間交流団体」という文言を入
れたほうがいいと思う。

【委員意見を踏まえ修正】
□国内外県人会や市町村、民間交流団体等との連携の下、10月30日の
「世界のウチナーンチュの日」にちなんで世界各地で実施する沖縄に関す
る様々な取組等を通じて世界のウチナーネットワークの強化を図るととも
に、県民や県系人等に対し、移住・移民の経緯や困難を克服してきた歴史
や沖縄の文化等に対する理解促進を図りつつ、次世代の担い手の育成や
県系人のルーツ調査など、世界のウチナーネットワークの継承・発展に取
り組む。

東
専門委員

交流
推進課

34 4 152 8 □  国内外に広がるウチナーネットワークを次世代へ安定的
に継承するため、独立行政法人国際協力機構（以下、
「JICA」）等と連携し、育成人材等を対象とするオンラインを
活用した相互交流やWEB・SNS等による情報発信、県系人の
ルーツ調査をはじめとする歴史継承等を多言語で担うプラッ
トフォームの構築に取り組む。

― 本項目では、独立行政法人国際協力機構（以下、
「JICA」）と、153ページ２行目では、独立行政法人国際
協力機構沖縄センターとされていますが、使い分けの
意味があればご教示ください。特にないようであれば
独立行政法人国際協力機構沖縄センター（もしくは
JICA沖縄）で統一いただければと思います。

【原案のとおり】
ご承知のとおり、沖縄振興特別措置法第87条において、JICAが沖縄の国
際協力の推進に資するよう努めると規定されております。また、平成25年
に沖縄県と独立行政法人国際協力機構（JICA）は連携協定を締結し、双方
が実施する国際交流事業への協力など、連携協力を行っているところで
す。
上記の理由から、当該箇所においては「JICA」等との連携、としております
が、P153の2行目の「おきなわ国際協力・交流フェスティバル」はJICA沖縄
が主催と承知しておりますので、そのように記載しております。
なお、素案の152ページ８行目に記載のプラットフォームについては、JICA
沖縄と連携し、JICA沖縄の執務室内に「ウチナーネットワークコンシェル
ジュ」として設置しておりますが、移民資料調査等についてJICA海外事務
所やJICA横浜（海外移住資料館）等と連携を図っていく考えです。

倉科
専門委員

交流
推進課

35 4 152 23 □  国籍や民族に関係なく誰もが安心して暮らせる環境づく
りを推進し、国際交流拠点にふさわしい多文化共生社会の
形成に向けた、次に掲げる施策を推進する。

□ 国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的
ちがいを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、
地域社会の構成員として共に暮らせる環境づくりを
推進し、国際交流拠点にふさわしい多文化共生社
会の形成に向けた、次に掲げる施策を推進する。

　総務省によると、多文化共生は、「国籍や民族など
の異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、
対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員と
して共に生きていくこと」と定義されている。

【委員意見を踏まえ修正】
左案のとおり修正する。 沖縄県国際

交流・人材
育成財団

與座博好
専門委員

交流
推進課

36 4 152 28 □  地域や公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団等
と連携し、多言語ややさしい日本語による情報発信、在住外
国人の地域社会参画への支援、沖縄での生活に関する各種
相談の実施のほか、医療通訳ボランティアや災害時に備え
た外国人支援サポーターの育成など、外国人が安心して生
活及び滞在ができる環境づくりに取り組む。

（前段に追加）
□ 互いの文化的ちがいを認め合い、それぞれが共
に地域社会を支える主体として、その能力を十分に
発揮しながら、イチャリバチョーデーの心で、外国人
も県民も安心して暮らせる地域づくりに取り組む。

□  地域や公益財団法人沖縄県国際交流・人材育
成財団等と連携し、（以下略）

□　「おきなわ多文化共生推進指針」
　（第4章基本的な考え方　１基本理念）より

【委員意見を踏まえ修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県国際
交流・人材
育成財団

與座博好
専門委員

交流
推進課
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専門委員
担当課

37 4 153 2 □  市町村や関係団体と連携した県民向けのシンポジウム
の開催や独立行政法人国際協力機構沖縄センター主催の
おきなわ国際協力・交流フェスティバルへの参画を通じ、県
民が文化・教育等の相互交流を通してお互いの文化や習慣
を理解し合うための環境づくりに取り組む。

― 　県民の異文化理解・国際理解の促進にかかる活動
は県国際交流・人材育成財団や地域の国際交流協会
等で各種行われていますが、成果指標はおきなわ国
際協力・交流フェスティバルの参加者数だけでよいの
か疑問です。

【原案のとおり】
　成果指標については、各施策につき一つ設定することとしております。
　おきなわ国際協力・交流フェスティバルは、県内随一の規模を誇る交流
フェスティバルであり、国際協力・交流関連団体や学校等によるブース展
示、参加型ワークショップ等を実施しており、県民の異文化・国際理解を促
進する最大規模の場となっております。
　本イベント参加者が増えることで、県民の異文化理解・国際理解につなが
る最適な指標と考えております。

倉科
専門委員

交流
推進課

38 4 153 2 □  市町村や関係団体と連携した県民向けのシンポジウム
の開催や独立行政法人国際協力機構沖縄センター主催の
おきなわ国際協力・交流フェスティバルへの参画を通じ、県
民が文化・教育等の相互交流を通してお互いの文化や習慣
を理解し合うための環境づくりに取り組む。

□ 市町村や関係団体と連携した県民向けのシンポ
ジウムの開催や（以下略）

（後段に追加）
□ 県内に在住する外国人に、国際交流･国際親
善、日本･沖縄の社会や文化について日本語で意
見を発表する場を提供し、共生社会のあり方を互い
に考え合う機会をつくりだすことにより、県民の異文
化理解・国際理解の促進に取り組む。

□（追加）沖縄県国際交流・人材育成財団では、「外国
人による日本語弁論大会」を毎年実施している。

【委員意見を踏まえ修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県国際
交流・人材
育成財団

與座博好
専門委員

交流
推進課

39 4 153 15 □  東アジアの中心に位置する地理的特性、自然的特性、
独自の歴史的・文化的特性等を生かし、学術・文化・友好親
善など様々な分野での国際交流を推進するため、福建省と
の友好県省やハワイ等との姉妹提携等の交流を促進し、ま
た、海外との新たなMOU（覚書）締結など地域間交流を促進
する。

□  東アジアの中心に位置する地理的特性、自然
的特性、独自の歴史的・文化的特性等を生かし、学
術・文化・友好親善など様々な分野での国際交流を
推進するため、福建省との友好県省やハワイ等と
の姉妹提携等の交流を促進し、また、海外の国や
都市、地域などとの新たなMOU（覚書）締結など地
域間交流を促進する。

表記内容の理解を深めるために追記した方が良いと
思いました。

153ページの18行目の質問への回答として「海外の交
流先、ＭＯＵなどの締結先は都市や地域と考えられる
ため、国は該当しないものと考えます」とあるが、仮に
パラオ共和国やアメリカ自治領のサイパン島が今後、
交流対象地域になったら沖縄県としてはＭＯＵを締結
できないという考え方でよいのか。

【原案のとおり】
　国等も含めて、文末の「地域間交流」に包含されるため、元の文章のまま
としたいと考えます。

JATA

與座嘉博
専門委員

交流
推進課
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